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新

風

会

根
岸　

赴
夫　

議
員

質
疑　

英
語
教
育
の
強
化
に
当
た
り
、

Ａ
Ｌ
Ｔ
の
採
用
に
は
、
早
急
な
人
材

育
成
と
確
保
の
課
題
が
あ
る
。
ま
た
、

Ａ
Ｌ
Ｔ
を
指
導
す
る
教
職
員
の
育
成

や
指
導
も
必
要
だ
が
、
考
え
は
。

答
弁　

自
治
体
国
際
化
協
会
の
協
力

で
平
成
28
年
度
か
ら
２
年
間
で
全
て

の
小
・
中
学
校
に
Ａ
Ｌ
Ｔ
を
配
置
で

き
る
と
認
識
し
て
い
る
。
教
育
委
員

会
で
指
導
計
画
や
授
業
案
を
作
成
し
、

教
材
も
提
供
す
る
と
と
も
に
、
教
員

や
Ａ
Ｌ
Ｔ
の
研
修
を
進
め
、
資
質
の

向
上
を
図
り
た
い
。

質
疑　

子
育
て
支
援
策
に
力
を
注
ぐ

こ
と
が
喫
緊
の
課
題
で
あ
る
が
、
子

育
て
な
ん
で
も
セ
ン
タ
ー
（
仮
称
）

の
事
業
内
容
と
期
待
す
る
効
果
は
。

答
弁　

子
育
て
な
ん
で
も
セ
ン
タ
ー

は
、
市
、
関
係
機
関
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
団
体

が
、
子
育
て
中
や
妊
娠
中
の
方
へ
の

保
育
所
や
幼
稚
園
な
ど
の
情
報
提
供
、

出
産
な
ど
で
仕
事
を
中
断
し
た
方
へ

の
再
就
職
支
援
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な

こ
と
を
相
談
で
き
る
子
育
て
支
援
の

中
核
的
な
施
設
と
し
て
運
用
し
た
い
。

質
疑　

都
市
集
客
施
設
の
整
備
に
は
、

多
く
の
市
民
が
期
待
を
寄
せ
て
い
る
。

集
客
施
設
の
建
設
状
況
と
今
後
の
都

市
整
備
計
画
は
。

答
弁　

新
体
育
館
は
平
成
28
年
度
中

の
完
成
に
向
け
、
工
事
を
進
め
て
い

る
。
文
化
芸
術
セ
ン
タ
ー
（
仮
称
）

は
、
現
在
本
体
工
事
の
発
注
に
向
け

た
作
業
中
で
、
平
成
30
年
度
末
の
完

成
を
目
指
し
て
い
る
。
今
後
は
、
高

崎
駅
東
口
の
ペ
デ
ス
ト
リ
ア
ン
デ
ッ

キ
を
文
化
芸
術
セ
ン
タ
ー
ま
で
延
ば

す
計
画
な
ど
を
進
め
て
い
く
。

質
疑　

地
方
創
生
に
関
す
る
交
付
金

の
具
体
的
な
事
業
内
容
は
。

答
弁　

「
新
し
い
高
崎
」
の
理
念
そ

の
も
の
が
地
方
創
生
で
あ
り
、
緊
急

創
生
プ
ラ
ン
だ
と
考
え
て
い
る
。
交

付
金
に
は
、
本
年
度
の
補
正
予
算
と

し
て
国
が
創
設
し
た
地
方
創
生
加
速

化
交
付
金
と
、
来
年
度
か
ら
の
地
方

創
生
推
進
交
付
金
が
あ
る
。
加
速
化

交
付
金
は
、
高
崎
ブ
ラ
ン
ド
・
シ
テ

ィ
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
戦
略
事
業
、
脳

卒
中
患
者
の
受
入
態
勢
強
化
事
業
、

北
関
東
中
核
都
市
連
携
会
議
関
連
イ

ベ
ン
ト
に
充
て
る
。
ま
た
、
推
進
交

付
金
は
、
介
護
Ｓ
Ｏ
Ｓ
サ
ー
ビ
ス
事

業
補
助
金
、
救
急
患
者
受
入
促
進
補

助
金
や
農
業
者
新
規
創
造
活
動
事
業

補
助
金
を
見
込
ん
で
い
る
。

（
そ
の
他
の
質
疑
）

歴
史
と
文
化
、
産
業
の
振
興
、
合
併

地
域
の
魅
力
づ
く
り
な
ど

市
民
ク
ラ
ブ

高
橋　

美
奈
雄　

議
員

質
疑　

地
方
創
生
交
付
金
事
業
の
予

算
案
は
、
50
万
都
市
並
み
の
活
力
や

人
口
40
万
人
構
想
を
後
押
し
す
る
中

身
と
な
っ
て
い
る
が
、
本
市
の
目
指

す
地
方
創
生
の
考
え
方
は
。

答
弁　

緊
急
創
生
プ
ラ
ン
は
、
今
ま

で
進
め
て
き
た
「
新
し
い
高
崎
」
の

理
念
に
基
づ
く
基
本
政
策
そ
の
も
の

と
思
う
。
そ
れ
に
沿
っ
て
、
取
り
組

み
を
確
実
に
進
め
て
い
く
こ
と
が
本

市
の
地
方
創
生
と
考
え
る
。

質
疑　

産
業
の
振
興
に
お
け
る
経
済

活
性
化
は
、
シ
テ
ィ
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ

ン
事
業
の
充
実
が
大
切
で
あ
る
が
、

新
年
度
の
取
り
組
み
は
。
ま
た
、
若

い
世
代
の
正
規
雇
用
の
推
進
が
少
子

化
対
策
や
人
口
増
加
に
有
効
だ
が
、

ど
の
よ
う
な
対
応
を
図
る
の
か
。

答
弁　

地
元
企
業
へ
の
支
援
と
し
て
、

経
営
の
安
定
や
市
民
の
雇
用
拡
大
に

つ
な
が
る
施
策
を
優
先
的
に
進
め
て

き
た
。
高
崎
の
も
の
・
ひ
と
の
魅
力

を
国
内
外
に
情
報
発
信
す
る
高
崎
ブ

ラ
ン
ド
・
シ
テ
ィ
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン

戦
略
を
策
定
し
た
い
。
ま
た
、
地
域

経
済
を
発
展
さ
せ
る
た
め
、
若
い
世

代
の
正
規
雇
用
は
重
要
で
あ
り
、
市

内
企
業
に
働
き
か
け
て
い
き
た
い
。

（
そ
の
他
の
質
疑
）

教
育
と
人
づ
く
り
、
文
化
と
歴
史
を

生
か
し
た
創
造
的
な
高
崎
、
や
さ
し

い
眼
差
し
に
満
ち
た
市
政
な
ど

公

明

党

逆
瀬
川　

義
久　

議
員

質
疑　

高
崎
ス
マ
ー
ト
イ
ン
タ
ー
チ

ェ
ン
ジ
産
業
団
地
へ
の
企
業
進
出
に

よ
る
雇
用
の
見
込
み
は
。
ま
た
新
た

な
企
業
誘
致
と
雇
用
創
出
の
考
え
は
。

答
弁　

産
業
団
地
の
企
業
誘
致
で
多

く
の
雇
用
創
出
を
見
込
ん
で
い
る
。

ま
た
、
高
崎
駅
西
口
の
イ
オ
ン
モ
ー

ル
、
倉
賀
野
町
に
予
定
さ
れ
て
い
る

新
群
馬
郵
便
処
理
施
設
（
仮
称
）
、

高
崎
卸
売
市
場
周
辺
の
流
通
団
地
の

整
備
で
、
将
来
的
に
も
多
く
の
地
元

雇
用
が
見
込
ま
れ
る
。

質
疑　

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
等
で

は
介
護
の
担
い
手
の
確
保
が
必
須
と

な
っ
て
い
る
。
高
齢
化
社
会
が
進
展

す
る
中
、
介
護
の
担
い
手
の
量
の
確

保
や
質
の
担
保
に
つ
い
て
の
考
え
は
。

答
弁　

国
で
創
設
し
た
介
護
ロ
ボ
ッ

ト
を
導
入
す
る
た
め
の
基
金
の
積
極

的
な
活
用
を
考
え
て
い
る
。
ま
た
、

大
学
生
、
高
校
生
な
ど
に
介
護
職
に

興
味
を
持
っ
て
も
ら
う
た
め
、
介
護

福
祉
施
設
等
の
関
連
団
体
が
行
う
周

知
啓
発
活
動
に
積
極
的
に
協
力
し
て

い
き
た
い
。

（
そ
の
他
の
質
疑
）

地
方
創
生
、
財
政
運
営
、
賑
わ
い
の

あ
る
ま
ち
づ
く
り
、
教
育
行
政
な
ど

日
本
共
産
党

依
田　

好
明　

議
員

質
疑　

介
護
分
野
の
人
材
不
足
解
消

に
向
け
た
取
り
組
み
は
。
ま
た
、
特

別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
の
待
機
解
消
の

た
め
、
増
床
す
る
考
え
は
。

答
弁　

不
足
が
見
込
ま
れ
る
介
護
人

材
の
確
保
に
つ
い
て
は
、
国
が
介
護

保
険
制
度
の
報
酬
体
系
を
見
直
す
こ

と
が
望
ま
れ
て
い
る
と
考
え
る
。
本

市
と
し
て
は
、
介
護
福
祉
関
連
施
設

等
の
団
体
と
協
力
し
、
介
護
職
場
の

イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
を
目
的
と
し
た
イ

ベ
ン
ト
開
催
や
体
験
実
習
の
場
を
提

供
し
て
も
ら
え
る
よ
う
事
業
所
へ
依

頼
す
る
な
ど
の
、
可
能
な
支
援
を
行

っ
て
い
き
た
い
。
ま
た
、
特
別
養
護

老
人
ホ
ー
ム
へ
の
入
所
待
ち
期
間
は
、

で
き
る
限
り
期
間
を
短
縮
す
る
よ
う

引
き
続
き
整
備
を
行
っ
て
い
く
。

（
そ
の
他
の
質
疑
）

経
済
状
況
と
予
算
編
成
方
針
、
教
育

と
子
育
て
支
援
、
産
業
振
興
と
雇
用

の
確
保
、
都
市
集
客
施
設

新
年
度
予
算
や
市
長
の
施
政
方

針
な
ど
に
対
し
、
総
括
質
疑
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

総
括
質
疑

人が行き交い賑わう街を目指して

質
問　

発
達
障
害
に
対
す
る
支
援
に

は
早
期
発
見
が
非
常
に
重
要
だ
が
、

本
市
の
取
り
組
み
状
況
は
。

答
弁　

こ
ど
も
発
達
支
援
セ
ン
タ
ー

に
寄
せ
ら
れ
る
相
談
に
は
、
心
理
士

や
専
門
知
識
の
あ
る
職
員
が
対
応
し
、

発
達
障
害
の
早
期
発
見
に
努
め
て
い

る
。
ま
た
、
乳
幼
児
健
診
や
保
育
現

場
等
で
年
々
早
い
段
階
で
の
気
づ
き

が
進
ん
で
お
り
、
今
後
も
乳
幼
児
健

診
部
門
と
の
連
携
や
保
育
現
場
へ
の

巡
回
相
談
を
充
実
さ
せ
、
発
達
障
害

児
の
早
期
発
見
、
支
援
に
努
め
た
い
。

質
問　

待
機
児
童
の
増
加
が
社
会
問

題
で
あ
る
が
、
保
育
士
不
足
の
解
消

と
待
遇
改
善
に
向
け
た
取
り
組
み
は
。

答
弁　

保
育
士
を
目
指
す
学
生
や
現

場
か
ら
離
れ
て
い
る
保
育
士
の
有
資

格
者
を
対
象
に
、
現
場
の
雰
囲
気
に

触
れ
る
保
育
所
ド
リ
ー
ム
バ
ス
ツ
ア

ー
や
合
同
の
就
職
説
明
会
を
行
っ
て

い
る
。
処
遇
面
で
は
、
責
任
に
見
合

っ
た
時
間
単
価
等
の
確
保
の
た
め
、

処
遇
改
善
に
取
り
組
む
保
育
所
に
、

施
設
型
給
付
費
の
加
算
を
し
て
い
る
。

質
問　

米
軍
機
の
飛
行
訓
練
に
よ
る

騒
音
に
対
し
、
県
を
通
し
政
府
、
防

衛
省
、
ア
メ
リ
カ
軍
に
抗
議
す
べ
き

だ
が
、
市
の
考
え
は
。

答
弁　

米
軍
機
と
思
わ
れ
る
航
空
機

の
飛
行
に
よ
る
騒
音
は
、
北
関
東
防

衛
局
等
へ
の
申
し
入
れ
や
県
や
関
係

自
治
体
と
連
携
し
た
申
し
入
れ
を
行

っ
て
い
る
。
騒
音
問
題
は
、
機
会
あ

る
ご
と
に
粘
り
強
く
要
請
し
て
い
く

こ
と
が
重
要
と
考
え
て
い
る
。

保育所ドリームバスツアー

質
問　

回
収
し
た
資
源
物
を
有
価
物

と
し
て
売
却
し
た
利
益
は
ど
の
く
ら

い
か
。
ま
た
、
売
却
益
を
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
で
公
表
す
る
考
え
は
。

答
弁　

平
成
26
年
度
決
算
で
約
１
億

６
０
０
０
万
円
で
あ
る
。
ま
た
、
こ

の
売
却
益
は
市
民
の
協
力
の
成
果
で

あ
り
、
分
別
意
欲
を
高
め
る
た
め
に

も
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど
で
の
公
表
も

検
討
し
た
い
。

質
問　

包
装
紙
や
封
筒
、
ラ
ッ
プ
の

芯
な
ど
の
雑
紙
は
、
資
源
物
と
の
認

識
が
浸
透
し
て
い
な
い
た
め
、
そ
の

多
く
が
燃
や
せ
る
ご
み
と
し
て
処
理

さ
れ
て
い
る
。
こ
の
雑
紙
の
分
別
に

お
け
る
本
市
の
今
後
の
取
り
組
み
は
。

答
弁　

現
在
、
環
境
保
健
委
員
の
協

力
で
雑
紙
リ
サ
イ
ク
ル
モ
デ
ル
ス
テ

ー
シ
ョ
ン
事
業
を
実
施
し
て
い
る
。

ポ
ス
タ
ー
の
掲
示
や
住
民
へ
の
チ
ラ

シ
配
布
、
指
導
な
ど
を
行
っ
た
結
果
、

雑
紙
回
収
量
が
増
加
し
、
成
果
が
期

待
で
き
る
た
め
、
今
後
も
モ
デ
ル
ス

テ
ー
シ
ョ
ン
を
拡
充
し
て
い
く
。

質
問　

市
内
の
公
園
が
犬
の
立
ち
入

り
を
禁
じ
て
い
る
の
は
、
犬
の
ふ
ん

害
が
原
因
と
考
え
ら
れ
る
。
今
後
、

犬
の
ふ
ん
害
防
止
に
特
化
し
た
条
例

を
制
定
す
る
考
え
は
。

答
弁　

予
防
注
射
や
ふ
れ
あ
い
フ
ェ

ス
テ
ィ
バ
ル
な
ど
で
、
飼
い
主
の
マ

ナ
ー
向
上
に
取
り
組
ん
で
お
り
、
徐

々
に
改
善
の
方
向
に
向
か
っ
て
い
る

と
認
識
し
て
い
る
。
現
行
の
動
物
愛

護
条
例
の
規
定
に
よ
る
指
導
の
継
続

と
啓
発
活
動
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

に
支
払
う
一
部
負
担
金
の
減
免
は
、

27
年
度
は
１
月
末
現
在
で
16
件
、
減

免
金
額
は
約
19
万
円
で
あ
る
。
減
免

は
申
請
に
よ
る
た
め
、
周
知
に
努
め

丁
寧
に
対
応
し
た
い
。

質
問　

国
保
基
金
残
額
は
30
億
を
超

え
る
。
市
民
も
強
く
望
む
基
金
の
還

元
に
つ
い
て
ど
う
考
え
て
い
る
か
。

答
弁　

国
保
税
を
引
き
下
げ
た
平
成

25
年
度
以
降
、
国
保
基
金
を
活
用
し

不
足
分
に
繰
り
入
れ
て
い
る
。
基
金

の
活
用
で
現
行
の
税
率
は
維
持
さ
れ

て
お
り
、
国
保
加
入
者
へ
の
還
元
に

つ
な
が
っ
て
い
る
と
考
え
る
。

質
問　

国
保
税
の
過
去
３
年
間
の
差

し
押
さ
え
件
数
の
推
移
と
滞
納
処
分

に
関
す
る
今
後
の
方
針
は
。

答
弁　

市
税
の
徴
収
に
お
け
る
差
し

押
さ
え
は
、
平
成
24
年
度
は
２
６
７

７
件
、
う
ち
国
保
税
額
は
約
５
億
４

０
０
０
万
円
、
25
年
度
は
３
７
３
５

件
で
約
６
億
５
７
０
０
万
円
、
26
年

度
は
４
０
２
７
件
で
約
６
億
７
２
５

０
万
円
と
な
っ
て
い
る
。
今
後
も
滞

納
者
の
生
活
実
態
を
把
握
し
た
上
で

納
税
相
談
指
導
を
行
い
、
指
導
に
応

じ
な
い
滞
納
者
に
は
適
切
な
処
分
を

実
施
し
た
い
。

質
問　

徴
収
を
強
化
す
る
の
で
は
な

く
、
滞
納
に
陥
る
の
を
未
然
に
防
ぐ

策
を
講
じ
る
べ
き
で
あ
る
。
減
免
制

度
が
有
効
で
あ
る
が
、
国
保
税
の
減

免
の
適
用
状
況
と
今
後
の
方
針
は
。

答
弁　

国
保
税
の
減
免
は
、
平
成
27

年
度
は
３
７
７
件
、
減
免
金
額
は
約

１
１
７
８
万
円
で
あ
る
。
医
療
機
関

質問者順で掲載しています

一般質問市政を問う
議員が市政全般について、その事務の執行状況や将来の方針等の報告・
説明を求めたり質問することをいい、毎定例会で行われます。

発
達
障
害
児
に
対
す
る
支
援

保
育
士
不
足
の
解
消
と
待
遇
改
善

伊い

藤と
う 

敦あ
つ

博ひ
ろ

（
日
本
共
産
党
）

国
民
健
康
保
険
制
度

国
保
基
金
の
還
元
を

田た
む
ら村 

　
理お

さ
む

（
日
本
共
産
党
）

循
環
型
社
会
の
構
築

犬
の
ふ
ん
害
防
止
条
例
の
制
定
を

三み
し
ま島 

久く

み

こ
美
子

（
無
所
属
）


